
第２回目は、観光庁観光地域振興課

の小林和志さん、えちごトキめき鉄道

株式会社の鳥塚亮さん、アイエムタク

シー株式会社の牧野章一さんをお招き

し、９月７日（火）に上越市市民プラ

ザで開催。残念ながら小林さんはリ

モートでの出演となりましたが、宿泊、

飲食・物販、交通、広告、金融、団体、

行政など様々な分野の26人から参加い

ただきました。

まず、観光庁の小林さんからは、昨

年同庁で実施した「誘客多角化等のた

めの魅力的な滞在型コンテンツ造成」

の実証事業において、全国各地で造成

された観光コンテンツづくりの事例な

どを紹介いただきました。

また、Withコロナを契機に注目され

たキーワードやコロナ期におけるコン

テンツ造成のポイントなど非常に参考

となるお話をたくさんお聞きすること

ができました。
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市内で様々な活動をしている“ヒト”同志が知り合い、そのヒ

トから「気付き」を得る、市内の豊富な“資源”を知り、良いと

ころに「気付く」ことで、新たな事業（プラン・コンテンツ）を

生み出したり、既存事業をより充実させる場として、観光地域づ

くり実践未来塾の令和３年度連続講座を開催しています。

With/afterコロナ期における滞在コンテンツ造成

裏面もあるので、

読んでいただけると嬉しいです↓

↑↓観光庁・小林さんの講演資料（一部抜粋）



講座の最後に「同じテーブルの人からア

イディアをもらう・あげる・一緒に考える」

というテーマでワークショップを実施。

事例発表を終えた鳥塚さんや牧野さんも

交えながら、各テーブルでアイディアが活

発に話し合われました。今回話し合われた

アイディアの中で、具体的に実現に向けた動きがあれば、ぜひ事務局にご相談いただけると幸いです。

えちごトキめき鉄道・鳥塚さんとアイエムタクシー・牧野さんのお話
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第２回目の連続講座にご参加いただいた皆

さん、ありがとうございました。今回はワークショッ

プ（以下WS）に対する“キモチ”を少し書かせ

てもらえればと思います。

前回と今回でなぜWSやグループワークを行っ

たのか。それは、この実践未来塾の中では、

「対話」を重視しているからです。

皆さんも「共働」 「協働」という言葉をご存じ

かと思いますが、「共働」はいきなり始まらず、

「対話」を通じて、互いの思いや考え方を「共

有」「共感」するというプロセスを経て、「共働」そ

して「共創」につながると言われています。

従って、前回と今回のWSでは、まず各テーブ

ルで“とにかく盛り上がってほしいな”ということを

個人的な第一目標と考えていました。

そのため、話し合われた内容そのものに価値

を感じた方、またそうでもなかった方など様々か

もしれませんが、広い市内の事業者の皆さん同

士（初めましての方もそうでない方も）でひとつ

のテーマについて「対話」することで、互いの思い

や考え、そのヒトそのものを知るという機会をこの

２回の講座で感じていただけれると嬉しく思って

います。（前回同様「席替えをしてほしかった」

というお声を頂戴しました。個人的にもそうした

いという部分とできない部分のジレンマに襲われ

ています。今後の自身の課題でもありますね）

さて、いよいよ次回の講座からは、より具体的

なスキルを学ぶような講座内容としたいと考えて

います。 当市の“今ある資源を活かす”ことを

前提とした「新たな観光プラン・コンテンツづくり」

のため、ぜひ皆さんからのご参加をお待ちしてお

りますし、「具体的にこんなことを学びたい」など

のお声もお待ちしています！（373）
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続いて、えちごトキめき鉄道の鳥塚さんから、豊

富なアイディアを次々と生み出し、実践されてきた

これまでの実体験をお話しいただきました。また、

続いてアイエムタクシーの牧野さんからは、昨年の

観光庁「誘客多角化事業」の採択事業の事例紹介と

合わせて多様なタクシーサービスを展開しているこ

とへの思いなどをお話しいただきました。

いずれのお話もアイディアや思いを形にし、実践

されている方ならではのお話で、参考となるお話が

盛りだくさんの内容でした。（お二人とも非常に興

味深く内容盛りだくさんでしたが、全てはご紹介で

きませんので、ポイントをまとめてみました）
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①切り口を変えてみる ②マーケットインの発想 ③上越市内の事業者の皆さん、

今ですよ

①やってみないと分からない ②タクシーの存在意義⇒多能工化

前鉄道会社時、鉄道と言えば男の

趣味だけど、もっと女性に来てほ

しい・・・

→ムーミンのラッピング電車を走

らせたらどうか？

→多くの女性が訪れるようになり、

OZマガジン「かわいい電車の旅」

の表紙に！

運行日によって電車のヘッド

マークを変える

→違うヘッドマークを見たり撮

影するためにファンが毎回足を

運ぶ＝鉄道ファンの心をよく掴

んだ（＝マーケットイン）発想

から生まれた仕掛け

今年7月から運行している観光急行目

当てに多くの乗客、沿線の撮影客がす

でに来ている

→能生駅では笹寿司を地元の人が販売

し、毎回ほぼ完売している

→この機を活かすのは、今ですよ！

シニア層をターゲットとし、電動車いすを活用したツ

アー（ユニバーサルツーリズム）の実証を実施

→実施結果から、シニア層からは否定的な意見もあり、

メイン関心層ではないということが判明。一方、40、

50代には「自身の親御さんによい」という良い意味で

“想定外”の結果もあった

→やってみると、意外な成果を得ることができる

電動車いす、電動自転車、電動キックボードなど、新し

いモビリティが台頭 ＝ タクシーそのものの存在意義

を考えなければ生きていけない

→タクシーによる多様なサービスを提供（お墓参り・お

墓掃除代行サービス、事前確定などの新運賃の導入等）

→人材を強化し、多能工化を目指して取り組んでいる

（お墓参りの作法等を学ぶ研修実施など）

ワークショップ「アイディアのGive＆Take」


